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け ん

（事務局）
最近、少子化傾向に対する問題意識が広がってきたようですね。

（堀添）
はい。増田寛也 元総務大臣が座長の『日本創成会議・人口減少問

題検討分科会』が行った「２０４０年には全国自治体の３割が人口
１万人を割るだけでなく、過半数の自治体で若年女性の数が５０％
以上減少する」との報告は、多くの方々から注目されました。

実際に我が国の人口は２００８年をピークに減少過程に入ってお
り、とくに現役世代である生産年齢人口は、この１年間だけで実に
１１６万人も減っています。

（事務局）
川崎市にいると、そうした実感はあまりありませんね。

（堀添）
確かに川崎市では、まだまだ人口増が続いており、今後４０年程

度は現在の人口規模がほぼ維持されるとみられています。しかし、
これは地方からの転入による社会増が大きな要因であり、転入元の
自治体が「消滅」するにつれ、川崎市における社会増も急速に減っ
ていくものと思われます。また、川崎市では人口増と同時に高齢化
も進行しており、とくに団塊の世代が７５歳を迎える「２０２５年

（堀添）
人口動態は政策を考える

上で、まず基本となる数値
です。少子化傾向に歯止め
をかけていくことは重要で
すが、仮に今子どもが急に
増えたとしても、その子ど
もたちが社会の担い手にな
るのは、最短でも２０３２
年以降です。

その意味では、現役世代
の急速な減少とお年寄りの
急増を前提にしたまちづく
り、政策構築が必要となっ
ています。
（事務局）

ありがとうございました。

これからの川崎市政

未来へ投資する社会へ

問題」は本市にとっても大きなインパクトになるでしょう。
（事務局）

「遠い未来の話」ではなく、すでに起きている問題なのですね。どうすれば良いのでしょうか。

将来人口推計
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１） まずは人口動態の直視を。川崎市はどうなっているのか。

（次号に続きます。）



あなたのご意見をお教えください。

私たちの川崎市にも多くの課題があり、一つ一つに丁寧に取り組んでいかな
ければならないと思います。これからの川崎市のあり方について、あなたのご
意見をお教えください。

FAX送付先：044-877-6317

左側に賛成 右側に賛成右側にやや賛成左側にやや賛成川崎市に生涯住み続け
ていくつもりだ。

機会があれば市外に
転居したい。

（記入例）

左側に賛成 右側に賛成右側にやや賛成左側にやや賛成行政区ごとの違いや特色
にもっと対応すべき。

川崎市としての政策の一
体性を強めていくべき。

左側に賛成 右側に賛成右側にやや賛成左側にやや賛成街としての活気を保つた
めにも、今後ともゆるや
かに人口増が続くことが
望ましい。

緑地等の保全を優先すべ
きであり、これ以上の人
口増はできるだけ抑制す
べき。

左側に賛成 右側に賛成右側にやや賛成左側にやや賛成町内会や自治会など地域
コミュニティの強化が必
要である。

都市型の生活スタイルで
は、地域コミュニティの
必要性は感じられない。

左側に賛成 右側に賛成右側にやや賛成左側にやや賛成川崎市議会も議員定数の
削減などにより議会運営
に必要なコストをさらに
削減すべき。

川崎市議会の政策立案や
行政チェック機能を強化
するために市議会の態勢
をさらに整備すべき。

左側に賛成 右側に賛成右側にやや賛成左側にやや賛成川崎市議会主催の報告会
やタウンミーティングも
行うべき。

市議会報告は個々の議員
や政党・会派で行う方が
良い。

左側に賛成 右側に賛成右側にやや賛成左側にやや賛成少子化対策のためにも、
子育て支援策を重視すべ
き。

生涯にわたって安心して
住み続けられるために高
齢者福祉を重視すべき。

川崎市政や政治全般に関するご意見をお教えください。
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